
滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ４年 単位数 ２
■ 必修 □ 選択

目標

月

■ ■ ■

■ ■ ■

■ □ ■

□

内　　　　　容

国語表現
教科名 国語 科目名

国語表現　改訂版
使用教科書等 使用教室 ＨＲ教室

50大修館 国表307

 日本語を適切かつ効果的に表現する能力を育成するとともに、思考力を伸ばす。
また、言語感覚を磨き、進んで表現することにより社会生活を充実させる態度を
育てる。

９

１０

１１

１２

４

５

６

７

小テスト 技術・技能

１

２

３

評
　
価
　
観
　
点

興味関心

関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

評
価
方
法

　
　第１章　「書いて伝える」を通して、わかりやすく整った文の書き方を学ぶ。
　
　第２章　「小論文・レポート入門」を通して小論文の形式を学び、資料を読み
　　　　　取る力をつけるとともに、反論を想定して文章を書く練習を積む。

　第３章　「自己ＰＲと面接」を通して客観的に自己を探る目を養い、模擬面接
　　　　　に取り組む中で臨機応変な対応の仕方を学ぶ。

　第４章　「メディアを駆使する」を通して、基本的な手紙の書き方や電話の
　　　　　応対を学び、社会人としての基本的素養を身につける。

　第５章　「声とコミュニケーション」を通して聞き取りやすい発声と抑揚を
　　　　　学び、３分間スピーチでクラスメイトに自分の考えを訴える。

　第６章　「会話・議論・発表」を通してディベートを学び、討論を楽しむ。

　・自分が過ごした定時制での４年間の学校生活を振り返り、表現方法に留意
　　しながら読む人の心に響く卒業文集を作成する。

学習意欲 学習態度

・表現と理解に役立てるための音声、文法、表記、語句、
　語彙、漢字などを理解し、その知識を身につけているか。

知識・理解

・国語や言語そのものに対する関心を深め、進んで表現し、
　理解しようとしているか。

・相手の話を正しく聞き、自分の思いを的確な語彙を用いて
　伝える等、他者とのコミュニケーションが十分取れるか。

・自分の考えをまとめ、深めた上で、相手や目的に応じ筋道を
　立てて適切に文章化できているか。
・表記、係り受け、文末表現、文のねじれなど、日本語表記の
　基本的な能力を身につけているか。

備
　
考

その他（　　　　　　　　　　　　　）

出席状況 提出物 作品

定期考査



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ４年 単位数 ２
□ 必修 ■ 選択

目標

月

第１部　私たちの時代と歴史
第１章　近代国家の形成と国際関係の推移
　　　　　第１節　近代への胎動
　　　　　第２節　明治維新
　　　　　第３節　近代国家の形成
　　　　　第４節　国際関係の推移と近代産業の発展

第２章　両大戦をめぐる国際情勢
　　　　　第１節　第一次世界大戦と日本
　　　　　第２節　第二次世界大戦と日本

第３章　現代の日本と世界
　　　　　第１節　日本の再出発
　　　　　第２節　独立後の政治と経済の発展
　　　　　第３節　現代の日本と世界

■ ■ ■

■ ■ □

■ □ □

□

４

５

近現代史を中心に、我が国の歴史の展開を世界的視野に立ち、国際環境などを関連
付けて考察させる。歴史的思考力を培い、国民としての自覚と国際社会に主体的に
生きる日本人としての資質を養う。

内　　　　　容

日本史Ａ
教科名 地理歴史 科目名

高等学校 改訂版
日本史Ａ 人・くらし・未来使用教科書等 使用教室 ＨＲ教室
183第一 日Ａ312

１２

６

７

９

１０

１１

歴史的・地理的事象に対する関心と課題意識を高め、意欲的に
追究するとともに、国際社会に主体的に生き国家・社会を形成
する日本国民としての責任を果たそうとする。

関心・意欲・態度

歴史的・地理的事象から課題を見いだし、我が国及び世界の形
成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色を世界的視野に立っ
て多面的・多角的に考察し、国際社会の変化を踏まえ公正に判
断して、その過程や結果を適切に表現している。

思考・判断・表現

歴史的・地理的事象に関する諸資料を収集し、有用な情報を適
切に選択して、効果的に活用している。

１

２

３

評
価
方
法

興味関心

評
　
価
　
観
　
点

学習意欲

その他（　　　　　　　　　　　　　）

技能

我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色
についての基本的な事柄を理解し、その知識を身に付けてい
る。

知識・理解

備
　
考

学習態度

出席状況 提出物 作品

定期考査 小テスト 技術・技能



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ４年 単位数 ２
■ 必修 □ 選択

目標

月

１章　身の回りの数学
１節 いろいろな場合の数
①試合数は全部でいくつか　②樹形図で考えよう　③点字のしくみ　④最短距離の道順

２節 身の回りの図形
①紋章の美しさ　②平面をしきつめる　③多面体の性質　④正多面体の展開図

３節 数学的な表現のくふう
①道順とあみだくじ　②７つの橋は渡れるか　③行列と経路　④行列の積 

⑤航路と行列の積

２章　社会生活と数学
１節　経済と数学
①福引きの賞金と期待値　②単利法のしくみ　③複利法のしくみ　④ローンの返済

課題学習：住宅ローンを組んでみる
２節 測定と数学
①本の大きさいろいろ　②地図を読もう　③坂道の角度を求めよう　

④建物の高さを求めよう

３章　数学の発展と人間の活動
１節 数と人間
①エジプトとバビロニアの数学　　②０の発見と位取り　③フィボナッチの数列

■ ■ ■

■ ■ □

■ □ □

□

定期考査 小テスト 技術・技能

  数学と人間のかかわり、社会生活における数学の役割に関心
をもつ。数学を事象の考察に活用しようとする。

  数学的な見方や考え方に気付き、事象を数理的にとらえ、論
理的に考える。思考の過程を振り返り多面的・発展的に考え
る。

　事象を数理的に考察したり、推論の過程を数学的に表現し処
理したりする方法を身に付けている。

  数学と人間のかかわりや、社会生活において数学が果たして
いる役割を理解している。

備
　
考

興味関心 学習意欲 学習態度

出席状況

数学的な見方や考
え方

７

作品

９

１０

１１

１２

３

評
　
価
　
観
　
点

数学的な技能

１

２

知識・理解

関心・意欲・態度

評
価
方
法

その他（　　　　　　　　　　　　　）

提出物

数学活用
教科名 数学 科目名

６

内　　　　　容

使用教室 ＨＲ教室
数学活用

使用教科書等
7実教 数活301

４

５

　数学と人間とのかかわりや社会生活において数学が果たしている役割について理
解させ、数学に対する興味・関心を高めるとともに、数学的な見方や考え方のよさ
を認識し数学を活用する態度を育てる。



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ４年 単位数 ２
□ 必修 ■ 選択

目標

月

■ ■ ■

■ ■ □

■ □ □

□

○人間と物理
　　エネルギーとその利用　　物理学が拓く世界

出席状況

３

評
価
方
法

興味関心

提出物

小テスト

自然現象に関する疑問に対して論理的に考えて、それらを探求
する意欲と自然を総合的にとらえる見方を身につけている。

関心・意欲・態度

物理法則を中心とした観察・実験を安全に行う。技能

技術・技能

その他（　　　　　　　　　　　　　）

定期考査

備
　
考

作品

学習意欲 学習態度

１２

１

物基314

２

１１

７

９

１０

評
　
価
　
観
　
点

物理に関する身近な現象を中心に、実証的、論理的に考え、分
析的、総合的に判断し、そこから導き出される事柄を的確に表
現する。

思考・判断・表現

エネルギーの変化や電気の利用法などを中心に、自然の中に存
在する傾向や法則を理解する。

知識・理解

○物体の運動
　　運動の表し方　　力　　運動の法則

○エネルギー
　　運動とエネルギー　　熱とエネルギー

○波
　　波の性質　　音と振動

○電気
　　電流の流れ方　　電気の利用

物理基礎
教科名 理科 科目名

６

使用教科書等

　運動の法則をはじめとする力学や熱、電気、波に関する基本的な法則を学ぶ。
また、これらを学ぶことにより、自然現象の中にある規則性を理解し、多くの現象
について考える。

内　　　　　容

使用教室 ＨＲ教室

４

５

　7実教

高校物理基礎　新訂版



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ４年 単位数 ２
■ 必修 □ 選択

目標

月

　○集団行動「集合、整列、姿勢、番号、解散」
　○体つくり運動「体ほぐしの運動」「体力を高める運動」
　○陸上競技「走幅跳」
　《球　技》
　○【ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型】ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ「ｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙ、ﾄｽﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ、ﾉｯｸ、ｹﾞｰﾑ」

  ○体育理論
　《球技選択》
　○【ゴール型】ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ「各種ﾊﾟｽ、ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ、ｼｭｰﾄ、3対3、ｹﾞｰﾑ」
　　　　　　　　ｻｯｶｰ（ﾌｯﾄｻﾙ）「各種ﾊﾟｽ、ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ、ﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ、ｼｭｰﾄ、ｹﾞｰﾑ」
　《ダンス》
　○現代的なリズムのダンス
　《陸上競技》〇【短距離走・走幅跳】

　《球技選択》
　○【ネット型】ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ「ｽﾄﾛｰｸ、ｻｰﾌﾞ、ｸﾘｱｰ、ﾗﾘｰ、ｹﾞｰﾑ」　　
　　　　　　　　卓球「ｻｰﾌﾞ、ﾗﾘｰ、ｹﾞｰﾑ」
　《陸上競技》〇【長距離走】

■ ■ ■

■ □ □

□ □ ■

□

備
　
考

その他（　　　　　　　　　　　　　）

評
価
方
法

興味関心 学習意欲 学習態度

出席状況 提出物 作品

定期考査 小テスト 技術・技能

運動の楽しさや、体を動かす喜びを体験し、自ら進んで運動し
ようとする態度を養う。また、健康、安全に留意して運動して
いるか。

関心・意欲・態度

個人やグループの能力と、運動の特性に応じた課題の解決を目
指して、活動の仕方を考え、工夫しているか。

思考・判断

１

２

３

評
　
価
　
観
　
点

自己の能力と運動の特性に応じた技能を高めているか。また、
運動の合理的な表現方法を身につけているか。

運動の技能

身体の構造と各種目について理解し、体力を高め、維持・増進
していく能力や知識を理解しているか。

知識・理解

９

１０

１１

１２

４

５

６

７

各種運動の実践を通して、安全に留意し、運動技能を高め、運動の楽しさや喜びを
深く味わうことができるようにする。また、体の調子を整え、体力の向上を図り、
生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。

内　　　　　容

最新高等保健体育
使用教科書等 使用教室 体育館

グラウンド

体育
教科名 保健体育 科目名

50大修館 保体302



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ４年 単位数 １
■ 必修 □ 選択

目標

月

Lesson9 Malala Yousafzai: Education Can Change the World

Lesson10 Ando Momofuku: the Father of Instant Noodles

Reading 2 Hachiko

まとめ

■ ■ ■

■ ■ □

■ □ □

□ その他（　　　　　　　　　　　　　）

日常的な話題についての英語の学習を通して、言語やその運用
についての知識を身につける。

評
価
方
法

興味関心 学習意欲 学習態度

出席状況

定期考査 小テスト 技術・技能

作品 備
　
考

提出物

知識・理解

使用教室 ＨＲ教室
COMET English CommunicationⅠ

使用教科書等

コミュニケーション英語Ⅰ
教科名 外国語 科目名

104数研 コⅠ344

７

日常的な話題について、聞いたことや読んだことを理解し、情報や考えなどを英語
で話したり書いたりして伝える基礎的な能力を養うとともに、積極的にコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を育てる。

内　　　　　容

６

４

５

９

１０

１１

コミュニケーションに関心をもち、積極的に言語活動を行いコ
ミュニケーションを図ろうとする。

日常的な話題についての英語の学習を通して、その背景にある
文化などを理解しながら、相手が伝えようとすることを理解す
る。

評
　
価
　
観
　
点

日常的な話題について、情報や考えなど伝えたいことを英語で
話したり書いたりして表現する。

技能

思考・判断・表現

１２

３

１

２

関心・意欲・態度



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ４年 単位数 ２
□ 必修 ■ 選択

目標

月

第１章　直流回路
　１ 電気回路　　２ オームの法則　　３ 抵抗の性質　　４ 電流の熱作用と電力
　５ 電流の化学作用と電池
第２章　磁気と静電気
　１ 電流と磁気　　２ 磁気作用の応用　　３ 静電気
第３章　交流回路
　１ 交流の基本的取り扱い　　２ 交流回路　　３ 交流電力　　４ 三相交流
　５ 回転磁界と三相誘導電動機
第４章　電子回路
　１ 半導体　　２ ダイオード　　３ トランジスタ　　４ 電源回路
　５ 集積回路
第５章　計測技術と制御技術
　１ 計測の基礎と制御機器　　２ 制御の基礎　　３ コンピュータ制御
第６章　生産設備
　１ 電気設備　　２ 機械設備

第７章　生産管理
　１ 生産管理のあらまし　　２ 生産管理

■ ■ ■

■ ■ □

■ □ □

□

備
　
考

生産システム技術について関心を持ち、その技術の習得・向上
を目指して意欲的に取り組む実践的な態度を身につける。

関心・意欲・態度

生産システム技術に関する諸問題の解決を目指して自ら思考を
深め、基礎的な知識を活用して創意工夫し、その成果を的確に
表現する能力を身に付ける。

生産システム技術に関する基礎的・基本的な技能を身に付け、
生産計画の構築や生産トラブルに対応する力を養う。

技能

提出物 作品

定期考査 小テスト 技術・技能

９

６

７

選択教室使用教室
7実教 工業313

４

使用教科書等

内　　　　　容

５

  工業の生産システムに関する知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度
を育てる。

教科名 工業 科目名

生産システム技術

生産システム技術

評
価
方
法

１０

思考・判断・表現

１１

１２

１

２

３

評
　
価
　
観
　
点

その他（　　　　　　　　　　　　　）

興味関心 学習意欲 学習態度

生産システム技術に関する基礎的・基本的な知識を身に付け、
電気回路や半導体について理解する。

知識・理解

出席状況



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ４年 単位数 ２
□ 必修 ■ 選択

目標

月

■ ■ ■

■ ■ □

■ □ □

□

①「減速歯車装置」の設計製図
②「手巻ウインチ」の設計製図

④図形の表し方
⑤寸法記入法
⑥幾何公差

Ⅱ．機械要素の製図
①「ねじ」の製図

Ⅲ．機械・器具の設計製図

評
価
方
法

興味関心 学習意欲 学習態度

製作しようとする機械の要求する機能を満たすべく構想を練
り、大きさや強度を確かめ、製作しやすく生産できるように計
画し、これらを図面に的確にあらわすことができる。

「機械製図」の基礎基本的知識を身につけ、すぐれた機械を生
産するには、創意工夫と技能が必要であることを理解してい
る。

定期考査

出席状況

１２

１０

１

２

知識・理解

１１

関心・意欲・態度

３

思考・判断・表現

技能

評
　
価
　
観
　
点

②「ボルト・ナット」の製図
③「軸・軸継手・軸受」の製図
④「歯車」の製図
⑤「ばね」の製図

 「機械製図」に理論的・実践的関心を持ち、図面を正確に作成
し、図面を誤りなく理解しようとする意欲・態度を身につけて
いる。

単に机上だけでの図面作成ではなく、実際の工業製品の図面へ
の関心をもち、探求、表現しようとする応用的能力を身につけ
ている。

備
　
考

提出物 作品

小テスト 技術・技能

その他（　　　　　　　　　　　　　）

7実教

９

製図室
工業302

７

４

６

５

 １・３学年において、機械製図の基礎を学習してきたが、最終学年の本学年にお
いては、基礎力を確実なものとしたうえで、発展的な分野へ応用した実践的な学習
を行い、卒業後の生産現場でも対応できる力を養う。

内　　　　　容

Ⅰ．製図・製作図の基礎
①投影図
②立体的な図示法
③展開図

製図
教科名 工業 科目名

使用教室
機械製図

使用教科書等



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ４年 単位数 ２
■ 必修 □ 選択

目標

月

ねじ
1 ねじの種類と用途 2 ねじに働く力
3 ボルトとナット

軸とその部品
1 軸とキー 2 軸継ぎ手
3 軸受と密封装置 4 潤滑

リンクとカム
1 機械の運動 2 リンク装置
3 カム機構と間欠運動機構

歯車
1 回転運動の伝達 2 平歯車の基礎
3 平歯車の設計 4 その他の歯車
5 歯車伝達装置

巻き掛け伝動装置
1 ベルトによる伝動 2 チェーンによる伝動

■ ■ ■

■ ■ □

■ □ □

□

備
　
考

出席状況 提出物 作品

定期考査 小テスト

３

評
　
価
　
観
　
点

機械設計に関する理論および計算の基礎的、基本的な内容を理
解し、機械設計に関心を持ち、簡単な機械を設計できる能力と
意欲的に取り組む実践的な態度を身に付けている。

関心・意欲・態度

機械設計に関する基礎的な知識を身に付け、機械に働く力や機
構について考え、有効に活用できる。

知識・理解

機械設計に関する諸問題の解決を目指して自ら工夫し、基礎的
な知識を活用して適確に判断できる力を身に付けている。

思考・判断・表現

機械設計に関する基礎的、基本的な技術を身に付け、計画、適
切な処理および成果を実際に応用できる技能を身に付けてい
る。

技能

評
価
方
法

興味関心 学習意欲 学習態度

技術・技能

その他（　　　　　　　　　　　　　）

１

２

９

１０

１１

１２

７

内　　　　　容

使用教室 ＨＲ教室

４

５

機械設計２
使用教科書等

7実教 工業320

機械設計
教科名 工業 科目名

６

機械設計に関する基礎的な知識を習得し、機械要素や装置などを創造的、合理的に
設計できる基礎的能力を育てる。



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ４年 単位数 ４
■ 必修 □ 選択

目標

月

◎　旋盤・手仕上げ実習
・課題作品　『ペン立て 』の製作
基本操作および応用操作についての技能習得を図る。
図面の作成

◎　ＣＡＤ実習
・ＣＡＤシステムによる図面の作成

◎　ＭＣ・鋳造実習
・マシニングセンタのプログラムの基礎について
　　図面の作成→プログラミング→軌跡確認→切削加工
・鋳造の概要について

「デザインプレート」の製作
　　図案の製作→型の製作→鋳込み作業→仕上げ作業

※３班編成を輪番

■ ■ ■

■ ■ ■

□ □ ■

□

機械科実習棟

課題研究
教科名 工業 科目名

自主編成プリント使用教科書等

４

５

６

７

使用教室

２

３

評
　
価
　
観
　
点

９

１０

１１

１２

１

機械分野に関する基礎的な知識を身につけ、工業の発展と環境
との調和がとれた在り方や現代社会における工業の意義や役割
を理解する。

知識・理解

内　　　　　容

  機械に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習をとおして専門的な知識
と技術の深化、総合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態
度を育む。

評
価
方
法

興味関心 学習意欲 学習態度

備
　
考

出席状況 提出物 作品

定期考査 小テスト 技術・技能

その他（　　　　　　　　　　　　　）

機械に関する基礎的技術に関心を持ち、その改善・向上を目指
して意欲的に取り組むとともに社会の発展を図る創造的・実践
的な態度を身につける。

関心・意欲・態度

機械に関する諸問題の適切な解決を目指し、自ら考え、基礎的
な知識と技術を活用して適切に判断し、創意工夫をすると共に
適切に処理し、その効果を的確に表現する能力を身につける。

思考・判断・表現

機械分野に関する基礎的な技能・技術を身につけ、安全や環境
に配慮し、実際の仕事を合理的に計画する。

技能



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ４年 単位数 ２
■ 必修 □ 選択

目標

月

○　人と自動車

○　自動車の原理

○　自動車用ガソリンエンジン

○　自動車用エンジン

○　動力伝達装置

○　走行装置・懸架装置とかじ取り装置

○　ブレーキ装置
○　ボデー・フレームと自動車の安全

○　自動車の電気・電子技術

■ ■ ■

■ ■ □

■ □ □

□

備
　
考

提出物

その他（　　　　　　　　　　　　　）

評
価
方
法

興味関心 学習意欲 学習態度

出席状況

定期考査 小テスト 技術・技能

作品

評
　
価
　
観
　
点

自動車および自動車を構成する各部分の基本的な構造・機能に
関する知識や技術に関心を持ち、意欲的に探究するとともに、
学ぶ態度を身につける。

関心・意欲・態度

自動車および自動車を構成する各部分の基本的な構造・機能に
関する知識や技術に課題等を見つけ、自ら思考・判断し、創意
工夫して課題解決をする能力を身につける。

自動車および自動車を構成する各部分の基本的な構造・機能に
ついてその原理や動作等を理解し、実際に活用できる技能を身
につける。

技能

思考・判断・表現

自動車および自動車を構成する各部分の基本的な構造・機能に
関する知識を習得し、現代社会における自動車の役割を理解し
ている。

知識・理解

使用教室 ＨＲ教室
自動車工学１・自動車工学２

使用教科書等

自動車工学
教科名 工業 科目名

7実教 工業322・工業323

４

５

７

６

自動車の概要や、自動車の産業、自動車と社会の関わりや環境問題を考える。自動
車に関する基礎知識およびしくみを学ぶ。

内　　　　　容

１２

３

１

２

９

１０

１１


